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※
本
会
は
善
行
精
神
の
普
及
と
善
行
の
実
践
を
通
し
て
明
る
い
住
み
よ
い
社
会
環
境
づ
く
り
に
つ
と
め
て
お
り
ま
す
。
会
員
会
費
と
個
人･

企
業
・
地
方
公
共
団
体
か
ら
の
助
成
金
に
よ
り
運
営
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
広
く
会
員
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

令
和
三
年
三
月
二
十
日
に

令
和
二
年
度
第
三
回
理
事
会

が
書
面
で
開
催
さ
れ
、
令
和

三
年
度
収
支
予
算
及
び
事
業

計
画
が
下
記
の
通
り
承
認
さ

れ
た
。

１　

表
彰
に
よ
る

　
　

善
行
活
動
の
推
進

本
会
の
善
行
表
彰
は
、
今

年
度
で
春
季
・
秋
季
七
十
一

回
目
と
な
り
、
前
年
度
ま

で
の
表
彰
総
数
は
４
６
，

０
７
０
件
に
達
し
て
い
る
。

こ
の
善
行
表
彰
を
受
賞
し
た

多
く
の
方
々
は
、
引
き
続
き

各
地
で
善
行
活
動
を
実
践

し
、
善
行
の
輪
を
各
地
域
に

広
げ
て
い
る
。

ま
た
、
春
季
及
び
秋
季
表

彰
に
加
え
て
、
永
年
に
わ

た
っ
て
善
行
を
継
続
し
て
い

る
善
行
表
彰
受
賞
者
へ
の
特

別
表
彰
（
金
章
・
銀
章
表
彰
）

を
昭
和
三
十
七
年
以
降
実
施

し
、
こ
れ
ま
で
に
金
章
受
賞

者
は
３
５
３
人
、
銀
章
受
賞

者
は
１
，
７
８
４
人
と
な
っ

て
い
る
。

(1) 

秋
季
善
行
表
彰

実
施
時
期

令
和
三
年

十
一
月
二
十
六
日
（
金
）

実
施
場
所

明
治
神
宮
参
集
殿　

予
定

２　

善
行
実
践
活
動
の
推
進

善
行
実
践
活
動
は
、
社
会

を
明
る
く
す
る
原
動
力
で
あ

り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
状
況
に
留
意
し
つ

つ
、
会
の
組
織
を
挙
げ
、
ま

た
、
地
域
住
民
と
も
連
携
し

て
、
こ
れ
に
取
り
組
み
、
善

行
の
輪
の
拡
大
に
努
め
る
。

３　

長
寿
善
行
者
の

　

秋
篠
宮
皇
嗣
殿
下
御
接
見

こ
の
事
業
は
、
善
行
表
彰

受
賞
者
が
、
秋
篠
宮
皇
嗣
殿

下
か
ら
御
接
見
の
栄
誉
を
賜

る
意
義
深
い
も
の
で
あ
る
。

こ
の
長
寿
善
行
者
の
御
接
見

は
、
昭
和
四
十
五
年
九
月
に

実
現
し
、
皇
太
子
殿
下
の
御

接
見
が
平
成
三
十
年
ま
で
続

け
ら
れ
、
令
和
と
な
っ
て
か

ら
は
秋
篠
宮
皇
嗣
殿
下
の
御

接
見
と
な
っ
た
。

４　

広
報
啓
発
活
動
の
充
実

情
報
化
時
代
を
迎
え
た
今

日
、月
刊
紙
「
明
る
い
ニ
ュ
ー

ス
」
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
果

た
し
て
い
る
役
割
は
大
き

い
。「
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
」
の

記
事
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充

実
を
図
っ
て
、
各
支
部
及
び

会
員
と
の
連
携
の
強
化
に
努

め
る
。

５　

組
織
と
財
政
基
盤
の

　
　

強
化

本
会
は
、
会
員
に
よ
っ
て

構
成
さ
れ
、
主
に
会
員
が
拠

出
す
る
会
費
に
よ
っ
て
運
営

さ
れ
て
お
り
、
会
員
の
増
加

が
財
政
基
盤
の
強
化
に
直
結

し
て
い
る
。

ま
た
、
事
業
を
効
果
的
に

全
国
展
開
す
る
た
め
に
は
、

各
都
道
府
県
に
支
部
が
設
置

さ
れ
る
こ
と
が
必
要
と
な
っ

て
い
る
。

令
和
三
年
度
事
業
計
画

令和３年度収支予算書
（単位：円）

科　目 予算額 科　目 予算額

Ⅰ．事業活動収支の部 Ⅱ．投資活動収支の部

　1．事業活動収入 　１．投資活動収入

　　①会費収入 22,800,000 　　　投資活動収入計 0

　　②寄付金品等収入 2,770,000 　２．投資活動支出

　　③雑収入 1,015,000 　　　特定資産取得支出 300,000

　　事業活動収入計 26,585,000 　　　投資活動支出計 300,000

　２．事業活動支出 　　　投資活動収支差額 300,000

　　①事業費支出 26,685,000 Ⅲ．予備費支出

　　②管理費支出 8,170,000 　　　当期収支差額 △ 8,570,000

　　　事業活動支出計 34,855,000 　　　前期繰越収支差額 142,000,000

　　　事業活動収支差額 △ 8,270,000 　　　次期繰越収支差額 133,430,000

６　

諸
会
議
の
開
催

本
会
の
定
款
に
定
め
ら
れ

て
い
る
会
議
に
は
、
総
会
、

理
事
会
及
び
常
務
理
事
会
が

あ
る
。
ま
た
、
定
款
に
は
定

め
ら
れ
て
い
な
い
も
の
の
、

本
会
業
務
の
連
絡
調
整
の
場

と
し
て
支
部
長
会
が
設
け
ら

れ
て
い
る
。

(1) 

第
１
回
理
事
会　

総
会

開
催
時
期

　

令
和
三
年

　

六
月
十
六
日
（
水
）

　
　
　
　
　
　
　

 

予
定　

開
催
場
所

　

グ
ラ
ン
ド
ヒ
ル
市
ヶ
谷

(2) 

第
二
回
理
事
会

　
　
　
　
　

支
部
長
会

開
催
時
期

　

令
和
三
年

　

九
月
中
旬
予
定

開
催
場
所

　

グ
ラ
ン
ド
ヒ
ル
市
ヶ
谷

(3) 

第
三
回
理
事
会

開
催
時
期

　

令
和
三
年

　

三
月
下
旬　

予
定

開
催
場
所

　

グ
ラ
ン
ヒ
ル
市
ヶ
谷

支
部
だ
よ
り

支
部
だ
よ
り

一
般
社
団
法
人 

日
本
善
行
会　

会
員 

各
位

令
和
三
年
度
理
事
会
及
び
定
時
総
会
の
開
催
に
つ
い
て
ご
連
絡

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
令
和
三
年
度
の
第
一
回
理
事
会
は
書
面
表
決
に
よ

る
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
定
時
総
会
に
つ
き
ま
し
て
は
、
会
員
皆
様
に
は
外
出
自
粛
と
、
委
任

状
の
提
出
を
お
願
い
申
上
げ
、六
月
十
六
日
（
水
）
に
規
模
を
縮
小
し
て
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
変
異
株
に
よ
る
感
染
拡
大
が
全
国
に
拡
が
っ
て
い
ま
す
の
で
、
く
れ
ぐ
れ
も

ご
注
意
下
さ
い
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　　

大
分
県
大
分
支
部

令
和
三
年
「
春
の

全
国
交
通
安
全
運
動
」

に
参
加

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

が
四
月
六
日
か
ら
四
月
十
五

日
ま
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

大
分
支
部
は
四
月
七
日

十
四
時
か
ら
大
分
市
内
中
心

部
、
昭
和
通
り
交
差
点
に
お

い
て
街
頭
活
動
を
実
施
し
ま

し
た
。

松
井
猛
支
部
長
の
挨
拶
に

始
ま
り
、
事
務
局
長
か
ら
歩

行
者
へ
の
留
意
点
の
説
明
、

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
は
あ
り
ま

し
た
が
、
昨
年
度
、
全
て
の

行
事
の
中
止
も
あ
り
、
久
し

ぶ
り
の
再
会
を
喜
び
あ
い
ま

し
た
。

今
回
の
啓
発
活
動
は
、
人

と
人
と
の
接
触
を
避
け
る
た

め　

歩
行
者
へ
の
配
布
は
取

り
止
め
、
大
人
数
に
よ
る
無

言
で
の
事
故
防
止
ア
ピ
ー
ル

に
し
ま
し
た
。
道
行
く
人
々

も
揃
い
の
ハ
ッ
ピ
姿
や
交
通

安
全
の
ぼ
り
旗
に
不
思
議
そ

う
な
顔
で
通
り
過
ぎ
て
行
き

ま
す
。
振
り
返
り
な
が
ら
見

て
も
ら
う
事
で
啓
発
効
果
は

あ
っ
た
と
手
応
え
感
じ
ま
し

た
。好

天
に
も
恵
ま
れ
、
参
加

者
も
二
十
四
名
と
多
く
、
ま

た
中
央
警
察
署
か
ら
の
応
援

も
頂
き
心
地
良
い
時
間
を
過

ご
す
事
が
で
き
ま
し
た
。
松

井
猛
支
部
長
の
終
了
の
挨

拶
、
ま
た
の
再
開
を
楽
し
み

に
解
散
し
ま
し
た
。

２
面
へ
つ
づ
く

　　

東
京
都
新
宿
支
部

Ａ
Ｅ
Ｄ
搭
載
車
で

　
　

社
会
貢
献
に
！
②

支
部
長　

前
田　

哲
也

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
自
家
用
車
に
搭

載
し
三
ヶ
月
に
な
り
ま
し

た
。
発
進
時
は
何
だ
か
照
れ

臭
い
気
も
し
ま
す
が
、
必
ず

や
お
役
に
立
て
る
と
信
じ
運

転
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
行

く
先
々
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
ス
テ
ッ

カ
ー
は
目
立
つ
様
子
で
、
つ

い
先
日
こ
の
よ
う
な
事
が

あ
り
ま
し
た
。
駐
車
場
の
係

員
の
そ
わ
そ
わ
と
繰
り
返
え

す
視
線
が
あ
り
近
付
い
て
来

ま
し
た
。
窓
か
ら
『
は
い
っ

…
？
』
と
言
う
と
、「
え
え

〜
そ
れ
見
た
い
の
で
す
が

…
…
」
視
線
の
意
味
が
Ａ
Ｅ

Ｄ
搭
載
車
の
ス
テ
ッ
カ
ー
の

事
で
、
早
速
ハ
ッ
キ
リ
と
し

た
姿
勢
で
『
こ
れ
が
搭
載
の

日
本
製
Ａ
Ｅ
Ｄ
で
す
！
』
と

紹
介
を
し
ま
し
た
。
自
家
用

車
は
初
め
て
見
た
そ
う
で
関

心
を
し
て
い
ま
し
た
。
緊
急

時
も
こ
の
よ
う
に
勇
気
を

持
っ
て
私
に
声
を
か
け
て
も

ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

現
在
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
搭
載
車
は

観
光
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
・
ト

ラ
ッ
ク
の
そ
れ
ぞ
れ
一
部
の

車
両
が
搭
載
し
て
い
ま
す
が

一
般
人
の
自
家
用
車
は
、
国

内
で
は
聞
い
た
こ
と
を
無
い

の
で
先
駆
け
た
事
例
に
な
っ

て
る
よ
う
で
す
。
私
の
搭
載

車
の
話
が
消
防
関
係
で
は
話

題
に
な
っ
て
る
事
を
聞
い
て

い
ま
す
。

日
本
版
救
急
蘇
生
法
の
新

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
も
三
月
に
発

表
さ
れ
、
新
型
コ
ロ
ナ
対
応

の
限
定
的
な
心
肺
蘇
生
法
で

は
傷
病
者
の
息
に
も
注
意
し

て
ハ
ン
カ
チ
な
ど
あ
て
て
少

し
距
離
を
離
す
事
で
、
感
染

防
止
対
策
の
一
部
を
し
て
い

る
事
と
す
る
そ
う
で
す
。
事

故
や
テ
ロ
に
よ
る
ケ
ガ
で
の

止
血
法
も
強
調
さ
れ
よ
り
善

意
の
技
術
が
求
め
ら
れ
て
い

る
内
容
で
し
た
。
私
は
銭
湯

を
営
ん
で
い
ま
す
が
、
日
頃

の
応
急
手
当
訓
練
と
共
に
Ａ

Ｅ
Ｄ
の
毎
月
の
点
検
も
し
っ

か
り
怠
ら
な
い
よ
う
に
し
て

い
く
つ
も
り
で
す
。
こ
れ
か

ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。


